1． 研修出張様式４


研修報告書

	所　　属　　本部　経理チーム　　　　　職　種　事務員　　氏　名　関　彩乃

	期　　間　　平成２１年１１月１１日　～　平成２１年１１月１３日

	出張目的　第37回日本精神科病院協会精神医学会　

	出 張 先　「サンポートホール高松」　及び　「全日空ホテルクレメント高松」

	研修に関する考察（プログラム毎に）　　　　　　　研修要旨（プログラム毎に）


＜考察＞

　昨年の盛岡市での精神医学会に続き、今年度、高松市での学会に参加させて頂くことになった。

昨年は初めての参加であり、学会そのものの雰囲気にただ目を丸くするばかりであった。どのような流れで、どのようなプログラムになっているか、会場に着いてアブストラクトをめくり、参加した2日目で行われる興味のある発表に印を付け、慌しく会場を移動して歩いた記憶がある。

　今年度は、開会式から参加することが出来、アブストラクトをゆっくり確認出来る時間があった。事務系に関連する演題はなかなか少ないことは事実であるが、現場スタッフの方々の研究を発表する様々なテーマの中で、聴き手を惹きつける題目が並んでいた。事務職の目線で見てしまう意見になってしまうが、やはり抄録をいかに分かりやすく、そして多くの参加者に興味を持ってもらうようまとめることも重要であることを感じた。また、スライド、ポスター発表ともに「初めて見る人の興味を惹く」資料作りが上手な病院が多数あった。昨年度の医学会反省会の際、皆さんの前で次のようなことを言ったのを思い出した。昨年、経理チームから１題発表をしたが、周囲のポスターを見て、光沢紙にプリントされ、ラミネート加工がしてあったり、ポスターA４用紙15枚を1枚の大きな用紙にプリントしている病院を見かけ、「すごい」の言葉しか出なかった。しかし、経費をかけたからと言って、素晴らしい発表であるかどうかは分からない。そのポスターを片手に、自分達の仕事の内容、成果を相手に分かりやすく7分で相手に伝えなければならない。聴き手は、発表者の言葉に耳を傾ける。発表される言葉を聞きながら、ポスターを見ている。しかし、ポスターは説明する文章全が書いてはいない。（ほとんど書いてあるところもあったが…）やはり、惹きつけられた抄録、事前に見たポスターに参加者は食いついてくる。

　医事の発表は、1時間の群単位の最後10分で5番目だった。同じ群には、訪問看護、病棟看護師、外来看護師、栄養士、退院促進プログラム（病棟看護師・PSW他）の演題であった。その中の最後に

レセプトソフト「オルカ」を導入した請求状況管理表の発表であったせいか、聴き手が一斉に少なくなってしまった。その群は、質問自体も聴き手から何個も出る発表と全く出なく、座長が質問をするパターンが極端であった。当院の発表でも、座長からの質問のみであった。「オルカから出力出来るように改良した請求状況管理表を用いて、ベットコントロールに役立てているとのことだか、ベットコントロールとはどのようなことをしているのか」であった。私は今回、代読という形であったので、質問は、共同研究者の理事長へ答えて頂く事を、発表の冒頭で皆様へ報告したので、理事長にお答えして頂いた。

　昨年、盛岡での学会に参加させて頂いたことは、見聞で精一杯であったが、今回香川に急遽参加となり、しかも代読をするという役目を仰せつかったわけだが、ポスター発表がどんな感じで行われるかを少しでも見聞きしていた経験が役に立ったことは間違いない。昨年がなければ、代読とは言え、不安で香川に飛んで行けなかったと思う。また、話は少し逸れるが、ちょうど法人50周年式典スタッフを経験した直後の参加であったため、この精神医学会に携わる多くのスタッフの方々を目の前にして、この規模を動かすチーム力はものすごい労力だろうなと心の中で思っていた。参加者何百人を相手に、受付から誘導スタッフ、案内スタッフ、会場内進行スタッフなどを見て、規模は比べものにならないが、つい1週間前まで私達が毎日悩み、指摘されていたことを思い出した。

　盛岡での学会参加で、もう自分は行くことはないだろうなと思っていたが、初めての香川県へ行き、

再び貴重な学会でのシンポジウム始め、発表を聞くことができ、このような機会を与えていただいたことに感謝する。

　

＜研修要旨＞

【研修内容】

11月12日（木）1日目　スライド発表聴講

スライド発表１．食事介助の向上を目指して～摂食機能専門職　講習会・実技検定～

　　　　　　　　広島県　メープルヒル病院

精神科病棟では、患者様の加齢による嚥下機能の低下がみられ、食事介助を必要とされる方が

増えてきている。

食事介助は、誤嚥や窒息の危険を伴う⇒医療・福祉の現場では安全で適切な食事介助が求められる！

平成19年6月から食事介助に携わる職員を対象にした「摂食機能専門職」制度を開始

目的：職員の食事介助に関する知識・技術の向上を図り、患者様に安全で適切な介助を行うため。

実施内容：看護師・ケアワーカーなど食事介助に携わる職員に、言語聴覚士が講習会と実技検定を

　　　　　実施。講習会を受講し、実技検定に合格した職員に修了証を発行。修了証のある職員のみが

　　　　　食事介助を出来る。

修了証取得までの流れ

①言語聴覚士による講習会受講。

　講習会では、嚥下障害に関する資料と嚥下のビデオX線透視を使用し基礎的な説明。

②講習会を受けた職員が、病棟で実際に患者様に食事介助をしてもらう。その場を言語聴覚士が評価、　

　判定。

③合格者には、事務情報管理課から修了証を発行。不合格者には再度、講習会受講と実技検定を受けてもらう。

【考察】

　実技検定の実施という内容に興味を持ち、聴講してみた。食事介助に専門職制度を導入し、より安全で適切な食事介助を行うという徹底さが伺えた。実技検定に合格した職員しか、食事介助を行っていないとのことだった。合格していない職員は出来ないことになるが、皆が合格しないと現場は大変なはずだから、皆が受講し、検定を受けていると思った。加えて、修了証の有効期限は、1年だという。

　有効期限最終日の前後1ヶ月の間に更新者の対象の講習会を受講する。また、更新完了となった職員の修了証には、有効期限の箇所に色づけして発行しているとのことだった。修了証の発行は、事務部門で行っているそうだが、有効期限の管理や更新の講習会のお知らせなど、言語聴覚士のチームと連携が取れていないとスムーズに行かない業務だと思った。

スライド発表２．自傷行為のある患者の自傷行為緩和へ向けての取り組み

　　　　　　　　愛知県　桶狭間病院藤田こころケアセンター

＜事例紹介＞

20歳代後半男性　精神遅滞と適応障害　家族は協力的　対人関係がきっかけで自傷行為を行うように

なる。

＜経過＞

ストレスケア病棟へ入院。自傷行為により、顔面血だらけの顔。入院後も母親が付き添っていたが自傷行為はあり、母親が帰宅後、一人になるとさらに行為は悪化。

↓

日中は、母親が付き添っていたため、徐々に自傷行為は目立たなくなり、薬の使用にてコントロールを図る。ネット包帯だとすぐに外してしまうため、弾性包帯へ変更すると日中の自傷行為は未然に防ぐことが出来た。しかし、夕方以降の自傷行為は起きてしまう。

↓

数日後、入院生活やスタッフに慣れてきた頃を見計らい。自傷行為の出現頻度の高い夕方から入眠までをスタッフと遊びながら過ごすことにより、自傷行為がなく過ごすことが可能となった。

【考察】

こちらの病院は、発表の最初に病院の紹介や写真を取り入れたスライドを提示していた。どんな病院で

あるか、分かりやすい説明であった。事例の自傷行為は、通所授産施設での対人ストレスにより、顔を

かきむしるという痛々しいものである。発表の中で、知的障害（精神遅滞）は、ストレスの対処が困難

とのことだった。顔をかきむしるのを止めるため、ネット包帯をしていたが本人の意思を尊重し、弾性

包帯にした。自傷行為を防ぐことは困難になる。しかし、物理的な抑制は本人の恐怖心をあおり、更に

自傷行為に集中してしまうという。本人のストレスを緩和し、自傷行為を行わないで済むように工夫が必要とのことだった。今まで、身近に自傷行為を耳にしていて、要因は様々であることはわかっていたが、緩和方法一つで、恐怖心からさらに行為を悪化させたり、反対に症状が軽くなり、退院出来るまでになるということを聞いて、自分の知識に入れておかなければいけないと思った。

研修2日目：11月13日（金）

【研修内容】

招待公演　「罪悪感の精神分析」　講師　北山修先生　（九州大学人間環境学研究院　教授）

Ⅰ．罪悪感…Guilt（ギルト）　～古事記より～

精神分析の考え方→過去に由来する反復が多い

無意識に繰り返す「心の台本」の存在を認める。「心の台本」には、悲劇の台本が多い。

○うつと罪悪感

· 罪悪感から逃げるパーソナリティ障害

· 強迫と罪悪感

· 罪悪感のないうつ病

○Guiltの発生論　Guiltは教育のプロセス、教えられるもの

強い第3者（父親的なもの）からの叱責　例：この芝生入るべからず！！→怒られるから入れない。

「叱られるから悪いと思う」⇒芝生がかわいそう。愛する者（母親的なもの）を害すること。

　　　　　　　　　　　　　　矛盾する感情の接点で生まれる。

Ⅱ．神話・昔話の活用

　無意識に繰り返す「心の台本」を共有する部分を語っている。

　（フロイトがギリシャの物語を活用している）

　

イザナキーイザナミ神話　イザナキとイザナミの2人が出会って神々が産まれる。

　　　　　　　　　　　　イザナミが死んでいく姿は、地獄に落ち、鬼たちにズタズタにされる。

　　　　　　　　　　　　その姿をイザナキに見られてしまっている。

　　　　　　　　　　　　イザナミが死んだことにより、今の世界と死者の世界が確立された。

　　　　　　　　　　　　　腐った女とされる

心理的に考えると、急激な幻滅⇒死者に出会うような体験　

　　　　　　　　　美しいものを汚した時に、罪悪感が生まれる

　　　　　　　　　汚い穢れ（ケガレ）という痛み→禊（ミソギ）「水に流す」

　解決①穢れとは、罪意識ではないか。

　

　解決②九相詩絵巻　きれいな人が死んでいく姿を見る。

　「鶴の恩返し」　綺麗な女の人が必ず向こうから近寄ってくる。（雪女やかぐや姫など）

　　　　　　　　　自分の羽で機織りを行う→見るなの禁止令

　　　　　　　　　しかし、男が必ず約束を破って、覗いてしまう。

　　　　　　　　　鶴は、自分の羽で反物を織り上げているので、体は血が出て傷だらけの自分。

　　　　　　　　　だから、見るなと言ったのに…。

　　イザナミと重ねると、出産と重なる。→羽根を広げて出血した鶴＝お母さんが出産をする姿。

　愛するものを害していたという罪悪感

　例：鶴の恩返しでは、物語の冒頭で、一人の男が傷ついた鶴を助けるところから始まる。

　　　「機織りをしているところを決してみてはいけません」という約束を男は破る

　　　→約束を破っているのに、誰一人、鶴に謝らない

　　　　昔助けてやった鶴なんだ！！と自分で思い込むことで、水に流している。

　　　　水に流す＝禊（ミソギ）

　　　⇒鶴の恩返しのように、傷ついた鶴は違う男性に助けられ、その男性の家には

　　　　また綺麗で美しい違う男性がやってくる物語が多い。

　　　　約束を破ることで、せっかく助けた鶴（女性）を失っているのに、約束を破ったことを

全く反省せず、違う綺麗な女性がまた現れると、そちらにうつつを抜かす。永遠にその繰り返しとなる。

　Ⅲ．日本人の美学：解決③

　　　「はかなく、いさぎよく、美しく死んでいく」　繰り返される別れ話。

　　　

恥をかいて去っていくヒロイン⇔呆然と立ち尽くすヒーロー

　　　女性の恥だけが際立ち、男性主人公の心の痛みはまったく描かれていないことが多い。

【考察】

　2日目、医事ポスター発表の前に、招待講演を聴講した。演題が面白そうだったのでという理由で

参加したわけだが、会場がどよめいているなと思った。なぜなら、今回講義をして下さった、北山修先生は、70年代に流行ったフォーククルセダーズの元メンバーだった。折しも、6月半ばに元メンバーの方が自殺をしていて、ニュースになっていた。

　資料は、舞台スクリーンにスライドを映すのみだったので、メモを取るのに必死であったが、先生の研究分野である、古事記を例にとり、お話を進めていかれたので非常に興味深いものとなった。

「罪悪感の精神分析」という題名なので、堅い内容になるだろうなと思っていたが、古事記やおとぎ話の挿絵を用いながらの説明や北山先生が笑いを混ぜながらの講義となったため、意外とすんなりと聞くことが出来たような気がする。

　無意識に繰り返す「心の台本」を認める―この言葉を冒頭で聞いた時、自分の幼い頃の経験を思い出した。私が4歳の頃生まれた妹は、生まれつき軽度の障害があり、他県の病院に入退院を繰り返していた。母親の完全付き添いだったため、母代わりに祖母・叔母が入れ替わり我が家に来ては、私の世話をしてくれた。ほとんど記憶に残っていないが、たった4歳なのに、母親を怒らせまいというような行動を取っていたと、祖母が後々教えてくれた。祖母が寂しい思いをさせないようにと買い物へ行くたびに、何かひとつ買ってあげようとしても、「お母さんに怒られるから…」というセリフがいつも出てきて、

幼子なのに、不憫だなと思ったというのだ。お母さんに秘密にしてあげるからと言っても、頑なに拒み、

若干、子供らしくない部分も持ち合わせていたらしい。普通なら、お母さんに秘密だし、喜んで飛びつきそうな話だが、すでに母親から、北山先生のおっしゃる第3者からの叱責を受けていたのかもしれない（通常は、父親的要素のようだが…）Guiltを教えられ、妹に付き添っている母親を困らせたくないという気持ちが少しでもあったのかなと思いながら、お話を聴いていた。私が思う「無意識に繰り返す心の台本」は、小学校を卒業するまで続いたように思う。そして、成人して今も尚、幼い時の台本が頭の片隅に置いてあるような気がする。

　罪悪感という言葉だけを聞くと、｢悪いことをして・・・｣というマイナスのイメージしか持ったことがなかったが、今回の講演で、罪悪感の発生やプロセスなど、本当の意味に込められた要素や解決策を大まかではあるが聴くことが出来、また自分の経験を振り返ることも出来たので、有意義な時間を過ごすことが出来た。
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